
月

総
販
は

％
の
減
少

前
々
年
比
で
は

％
の
減
少


　


　



新千歳―札幌間の快速指定席円に

銀
河
山
陽
コ
ー
ス
で

地
域
と
お
も
て
な
し

Ｊ
Ｒ
西
日
本

デ
ジ
タ
ル
、法
人
強
化

４
部
署
新
設
、１
部
署
改
組
東武トップ

台
湾
で
観
光
物
産
博

趣
向
凝
ら
し
Ｐ
Ｒ

日
旅
が

特
別
協
賛

子
育
て
環
境
作
り
で

ベ
ビ
ー
カ
ー
シ
ェ
ア

小
田
急
電
鉄

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
新
副
会
長

原
氏（
風

の

旅
行
社

）、酒
井
氏（
阪

急

交
通
社

）選
出

交
通
、券
を
ス
マ
ホ
で

「
回
遊
軽
井
沢
」開
始

Ｊ
Ｒ
東
、西
武
Ｈ
Ｄ

　
北
海
道
の
空
の
玄
関
口
で
あ

る
新
千
歳
空
港
と
札
幌
駅
を
約


分
で
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
快

速
エ
ア
ポ
ー
ト
。
真
ん
中
の
４

号
車
は
指
定
席
Ｕ
シ
ー
ト
と
し

て
、
事
前
に
指
定
席
を
予
約
し

て
お
く
こ
と
で
、
確
実
に
着
席

で
き
る
こ
と
で
以
前
か
ら
人
気

が
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増

加
し
た
際
に
は
、
発
車
直
前
で

指
定
席
が
満
席
で
買
え
な
い
こ

と
も
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
た
。

　
２
０
０
０
年
～

年
３
月
ま

で
は
指
定
席
料
金
は
３
０
０

円
、
そ
の
後
は

年
４
月
～


年
３
月

日
ま
で
は
３
１
０
円

だ
っ
た
。
私
自
身
も
頻
繁
に
利

用
し
て
い
た
が
、
指
定
席
が
３

０
０
円
程
度
で
利
用
で
き
る
の

は
非
常
に
お
得
感
が
あ
り
、
ほ

ぼ
確
実
に
毎
回
利
用
し
て
い

た
。
そ
の
後

年
３
月

日
か

ら
５
２
０
円
に
値
上
げ
さ
れ
、

そ
の
後
消
費
税
の
増
税
が
あ
っ

た
こ
と
で
現
在
で
は
５
３
０
円

と
な
っ
て
い
る
。そ
し
て
今
回
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
同
社
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
の
変
化
を
受
け

て
、
来
年
４
月
１
日
よ
り
３
１

０
円
値
上
げ
さ
れ
、
８
４
０
円

に
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

同
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

「
え
き
ね
っ
と
」
を
活
用
し
た

チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

等
を
使
っ
て
予
約
す
れ
ば
、
指

定
席
券
の
受
け
取
り
な
く
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
完
全
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
５
３
０
円
と
い
う
今
ま
で
の

価
格
に
関
し
て
、
私
自
身
は
適

正
価
格
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

今
回
８
４
０
円
に
値
上
げ
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
指

定
席
を
利
用
し
て
い
た
人
た
ち

が
値
上
げ
し
た
金
額
で
も
利
用

す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
指
定
席

の
利
用
を
止
め
て
自
由
席
に
移

る
の
か
に
注
目
が
集
ま
る
。
約


分
の
乗
車
時
間
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
首
都
圏
で
普
通

列
車
や
快
速
列
車
の
グ
リ
ー
ン

車
に
乗
る
の
と
似
た
よ
う
な
感

覚
で
の
利
用
と
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

　
私
自
身
が
感
じ
る
こ
と
と
し

て
は
、
首
都
圏
で
の
普
通
列
車

グ
リ
ー
ン
車
を
利
用
す
る
よ
り

も
、
快
速
エ
ア
ポ
ー
ト
の
指
定

席
の
方
が
気
軽
に
乗
れ
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た

が
、
今
後
は
グ
リ
ー
ン
車
に
乗

る
と
い
う
感
覚
で
乗
車
す
る
か

し
な
い
か
を
考
え
る
こ
と
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
。
逆
に
言
え

ば
、
今
ま
で
は
自
由
席
が
空
い

て
い
る
と
き
で
も
、
座
席
が
ゆ

っ
た
り
し
て
い
て
、
テ
ー
ブ
ル

が
あ
る
こ
と
で
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
利
用
で
き

る
指
定
席
を
利
用
す
る
機
会
も

多
か
っ
た
が
、
今
後
は
自
由
席

が
空
い
て
い
る
と
き
や
時
間
に

余
裕
が
あ
っ
て
１
本
待
て
ば
確

実
に
座
れ
る
の
で
あ
れ
ば
自
由

席
を
使
う
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ

う
。

　
約
２
年
前
の

年
春
か
ら
従

来
の

分
間
隔
か
ら

分
間
隔

に

時
間
台
の
運
転
感
覚
が
変

わ
っ
た
こ
と
で
、
利
便
性
が
向

上
し
て
い
る
。
私
自
身
も
今
後

も
８
４
０
円
で
指
定
席
に
乗
る

か
、
そ
れ
と
も
乗
車
券
の
み
で

乗
れ
る
自
由
席
に
す
る
か
悩
む

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　（
航
空
、旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

（７） 第３１０９号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）１月１日（土曜日）

　
観
光
庁
が

月

日
に
発

表
し
た
主
要
旅
行
業

社
・

グ
ル
ー
プ
の

年

月
の
旅

行
取
り
扱
い
状

況（
速
報
）は
、

総
取
扱
額
が
前

年
同
月

・
１

％
減
の
１
２
２

３
億
３
８
２
万

円
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
な

ど
行
動
制
限
が
解
除
さ
れ
る

も
、
前
年
同
月
に
実
施
さ
れ

て
い
た
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
反
動
を

受
け
、
前
年
か
ら
減
少
と
な

っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
前
々
年
と
比
較
す
る
と


・
９
％
減
と
な
っ
た
。

　
総
取
扱
額
は
半
数
以
上
が

前
年
実
績
を
下
回
っ
た
。
一

方
、
前
々
年
同
月
比
で
は
全

社
が
下
回
っ
た
。
前
々
年
比

８
割
以
上
の
減
少
と
な
っ
た

事
業
者
は

社
だ
っ
た
。

　
分
野
別
に
前
年
実
績
と
比

較
す
る
と
、
国
内
旅
行
が


・
３
％
減
の
１
１
４
２
億
２

３
２
９
万
円
、
海
外
旅
行
が


・
５
％
増
の

億
１
２
３

２
万
円
、
外
国
人
旅
行
が


・
５
％
増
の

億
６
８
２
１

万
円
。
前
々
年
比
で
は
、
国

内
旅
行
が

・
６
％
減
、
海

外
旅
行
が

・
１
％
減
、
外

国
人
旅
行
が

・
６
％
減
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
、
前
年
同
月
比

・

６
％
減
、
前
々
年
同
月
比
で

は

・
３
％
減
の
２
５
３
億

３
５
２
１
万
円
だ
っ
た
。
内

訳
は
国
内
旅
行
が
前
々
年
同

月
比

・
６
％
減
の
２
５
３

億
３
４
６
７
万
円
、
海
外
旅

行
が

万
円
（
前
年
実
績
な

し
）
、
外
国
人
旅
行
が
同


・
２
％
減
の
９
万
円
。

　
募
集
型
企
画

旅
行
の
取
扱
人

数
は
前
年
同
月

比

・
６
％
減

の

万
７
９
５

人
だ
っ
た
。
前

々
年
同
月
比
で
は

・
７
％

減
。
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前

々
年
同
月
比

・
３
％
減
の


万
７
９
５
人
、
海
外
旅
行

が
同

・
９
％
減
の
２
人
、

外
国
人
旅
行
が
同

・
９
％

減
の
３
人
。

　
■
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

（
１
月
１
日
付
）

　
【
取
締
役
】

　
代
表
取
締
役
副
社
長
執
行

役
員
管
理
統
括
本
部
長
兼
営

業
統
括
本
部
長
兼
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
最
高
責
任
者
（
代

表
取
締
役
副
社
長
執
行
役

員
）
脇
坂
克
也
▽
取
締
役
執

行
役
員
管
理
統
括
本
部
経
営

戦
略
部
長
兼
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
室
長
（
取
締
役
執

行
役
員
個
人
事
業
・
企
画
仕

入
担
当
兼
海
外
旅
行
部
長
）

徳
野
浩
司
▽
取
締
役
執
行
役

員
営
業
統
括
本
部
企
画
仕

入
、
子
会
社
・
関
連
会
社
担

当
（
取
締
役
執
行
役
員
開
発

推
進
・
子
会
社
担
当
）
秋
葉

康
彦
▽
取
締
役
執
行
役
員
営

業
統
括
本
部
事
業
管
理
、
新

規
事
業
、
国
策
担
当
（
取
締

役
執
行
役
員
管
理
統
括
本
部

経
営
戦
略
部
長
）
安
原
弘
文

▽
取
締
役
執
行
役
員
営
業
統

括
本
部
東
武
沿
線
事
業
、
Ｄ

２
Ｃ
事
業
担
当
（
取
締
役
執

行
役
員
営
業
統
括
本
部
）
竜

江
義
玄

　
【
執
行
役
員
】

　
執
行
役
員
管
理
統
括
本
部

Ｉ
Ｔ
戦
略
部
長
（
執
行
役
員

管
理
統
括
本
部
Ｉ
Ｔ
戦
略
部

長
兼
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
室
長
）
富
田
祐
樹

　
【
部
長
・
室
長
・
支
社
長

・
統
括
部
長
】

　
管
理
統
括
本
部
人
事
総
務

部
能
力
開
発
室
長
兼
人
事
総

務
部
副
部
長
（
営
業
統
括
本

部
東
京
支
社
東
京
法
人
西
事

業
部
長
）
白
幡
泰
三
▽
営
業

統
括
本
部
国
内
旅
行
部
長

（
営
業
統
括
本
部
中
四
国
統

括
部
長
）
村
見
拓
一
▽
営
業

統
括
本
部
海
外
旅
行
部
長

（
営
業
統
括
本
部
海
外
旅
行

部
副
部
長
）
阿
部
力
▽
営
業

統
括
本
部
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
長
（
営

業
統
括
本
部
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
副
部

長
兼
官
公
庁
事
業
部
長
）
山

本
正
幸
▽
営
業
統
括
本
部
ス

ポ
ー
ツ
事
業
推
進
部
長
（
営

業
統
括
本
部
九
州
統
括
部

長
）
高
木
美
洋
▽
営
業
統
括

本
部
東
北
統
括
部
長
（
営
業

統
括
本
部
東
京
支
社
東
京
法

人
東
事
業
部
長
）
尾
崎
利
行

▽
営
業
統
括
本
部
首
都
圏
統

括
部
長
（
営
業
統
括
本
部
東

北
統
括
部
長
）
足
立
雅
彦
▽

営
業
統
括
本
部
中
四
国
統
括

部
長
（
営
業
統
括
本
部
中
四

国
統
括
部
販
売
課
長
）
植
田

伸
幸
▽
営
業
統
括
本
部
九
州

統
括
部
長
（
営
業
統
括
本
部

関
西
支
社
京
都
支
店
長
）
草

場
孝
義

　
【
顧
問
】

　
営
業
統
括
本
部
ソ
ー
シ
ャ

ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部

顧
問
（
執
行
役
員
営
業
統
括

本
部
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
部
長
）
磯
康
彦

▽
営
業
統
括
本
部
ス
ポ
ー
ツ

事
業
推
進
部
顧
問
（
執
行
役

員
営
業
統
括
本
部
ス
ポ
ー
ツ

・
東
京
２
０
２
０
事
業
推
進

部
長
）
秋
月
隆
志

　
【
子
会
社
】

　
ト
ッ
プ
・
ス
タ
ッ
フ
取
締

役
営
業
統
括
部
長
兼
東
北
支

店
長
（
営
業
統
括
本
部
首
都

圏
統
括
部
長
）
佐
竹
晃

原
新
副
会
長

酒
井
新
副
会
長

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
西
武
Ｈ
Ｄ

は
１
月

日
、
長
野
県
軽
井

沢
町
で
地
域
・
観
光
型
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
「
回
遊
軽
井
沢
」
を
始

め
る
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

や
各
種
電
子
チ
ケ
ッ
ト
の
利

用
、
決
済
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
一
つ
で
完
結
し
、
観
光
客

や
地
域
住
民
の
移
動
の
利
便

性
を
高
め
る
。
３
月

日
ま

で
。

　
回
遊
軽
井
沢
は
、
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
と
各
種
電
子
チ

ケ
ッ
ト
（
交
通
・
飲
食
物
販

な
ど
）
で
、
観
光
地
や
ス
ー

パ
ー
、
公
共
施
設
、
学
校
な

ど
の
場
所
を
つ
な
ぐ
ウ
ェ
ブ

サ
ー
ビ
ス
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
一
つ
で
①
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
の
予
約
・
決
済
②
交
通

電
子
チ
ケ
ッ
ト
（
フ
リ
ー
パ

ス
、
バ
ス
な
ど
）
の
購
入
・

利
用
③
加
盟
店
や
軽
井
沢
エ

リ
ア
の
西
武
グ
ル
ー
プ
の
施

設
で
利
用
可
能
な
エ
キ
ト
マ

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
―
が
で
き

る
。

　
両
者
は
、

年

月
に
包

括
的
連
携
を
結
び
、
新
た
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造
と

地
方
創
生
に
向
け
て
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

ロ
ゴ

　
小
田
急
電
鉄
は
こ
の
ほ

ど
、
小
田
急
線
新
宿
駅
、
新

百
合
ヶ
丘
駅
、
海
老
名
駅
で

ベ
ビ
ー
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
「
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ

 
Ｂ
ｕ
ｇ
ｇ
ｙ
」
の
本
格
導

入
を
始
め
た
。
必
要
な
時
だ

け
借
り
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で

外
出
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
子
育

て
し
や
す
い
沿
線
を
作
る
。

　
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
　
Ｂ
ｕ
ｇ
ｇ

ｙ
は
、
ベ
ビ
ー
用
品
レ
ン
タ

ル
、
販
売
サ
ー
ビ
ス
を
運
営

す
る
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
ｄ
ｏ
ｏ
ｒ

（
東
京
都
豊
島
区
）
が
提
供

す
る
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
で
、

同
社
は
今
年
５
月
の
都
心
の

新
宿
駅
を
皮
切
り
に
、
郊
外

の
新
百
合
ヶ
丘
駅
、
海
老
名

駅
で
実
証
運
用
を
し
て
い

た
。
３
駅
と
も
に
子
連
れ
客

か
ら
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら

本
設
置
に
至
っ
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
は
事
前
予
約
が

不
要
で
、
駅
改
札
口
付
近
に

設
置
す
る
ベ
ビ
ー
カ
ー
借

用
、
返
却
用
の
「
専
用
ポ
ー

ト
」
で
ア
プ
リ
の
操
作
に
よ

り
１
時
間
２
２
０
円
か
ら
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で
利

用
で
き
る
。
専
用
ポ
ー
ト
数

は
、
新
宿
駅
が
３
台
、
新
百

合
ヶ
丘
駅
が
３
台
、
海
老
名

駅
が
５
台
。

　
「

年

月
に
は
『
子
育

て
応
援
ポ
リ
シ
ー
』
を
策
定

し
て
い
る
。
乗
車
前
後
に
ベ

ビ
ー
カ
ー
の
レ
ン
タ
ル
を
可

能
に
し
て
外
出
の
時
の
負
担

軽
減
を
目
指
す
」
と
同
社
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は

月

日
、
理
事

会
を
開
き
、
新
た
に
副
会
長

と
し
て
原
優
二
氏
（
風
の
旅

行
社
代
表
取
締
役
）
と
酒
井

淳
氏
（
阪
急
交
通
社
代
表
取

締
役
社
長
）
を
選
出
し
た
。

任
期
は
２
０
２
２
年
６
月
中

旬
開
催
予
定
の
定
時
総
会
ま

で
。

　
原
氏
は
、
１
９
９
１
年
に

風
の
旅
行
社
を
設
立
し
、
代

表
取
締
役
に
就
任
。
２
０
０

４
年
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
運
営
役

員
、

年
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
理

事
を
務
め
て
い
た
。
酒
井
氏

は
、
１
９
８
１
年
に
阪
急
交

通
社
に
入
社
。
２
０
２
０
年

に
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

し
、

年
６
月
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
の
理
事
を
務
め
て
い
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
で
は
、
菊
間
潤

吾
前
会
長
の
辞
任
を
受
け
、


月
６
日
に

橋
広
行
氏

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
取
締
役
会
長
）
が

新
会
長
に
就
任
。
今
回
の
選

定
で
、
会
長
・
副
会
長
の
体

制
は
、
小
谷
野
悦
光
副
会
長

（
日
本
旅
行
代
表
取
締
役
社

長
）
を
含
め
、
４
人
体
制
と

な
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
こ
の
ほ

ど
、
「
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
　
銀
河
」
山
陽
コ

ー
ス
（
大
阪
―
下
関
）
の
一

部
の
停
車
駅
な
ど
で
沿
線
地

域
と
協
力
し
て
行
う
「
お
も

て
な
し
」
の
内
容
を
発
表
し

た
。
運
転
期
間
は
１
月

日

～
３
月

日
（
週
２
往
復
程

度
）
。

　
福
山
駅
（
下
り
）
で
は
、

琴
特
別
演
奏
会
（
特
定
日
）

や
銀
河
学
院
生
徒
に
よ
る
琴

特
別
演
奏
会
（
特
定
日
）
を

実
施
。

　
柳
井
駅
（
上
り
）
で
は
銀

河
デ
ザ
イ
ン
の
記
念
撮
影
パ

ネ
ル
や
散
策
マ
ッ
プ
、
車
窓

マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
。

　
倉
敷
駅
（
上
り
）
は
大
原

美
術
館
絵
画
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

の
展
示
、
解
説
や
大
原
美
術

館
招
待
券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
抽
選
）
、
倉
敷
薄
荷
エ
ア

フ
レ
ッ
シ
ュ
ナ
ー
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
。
車
内
で
も
特
産

品
や
銀
河
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
を
販
売
す
る
。

　
下
り
列
車
の
食
事
に
つ
い

て
、
朝
食
は
神
戸
の
老
舗

「
イ
ス
ズ
ベ
ー
カ
リ
ー
」
の

銀
河
特
製
パ
ン
と
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上

島
珈
琲
、
昼
食
は
三
好
野
の

「
銀
河
特
製
ア
ナ
ゴ
和
膳
」

な
ど
を
用
意
。
上
り
列
車
は

昼
食
に
広
島
駅
弁
当
の
「
銀

河
特
製
駅
弁
」
（
徳
山
駅
以

西
か
ら
乗
車
の
み
）
、
夕
食

は
伊
呂
波
の
「
銀
河
　
し
ま

な
み
物
語
」
（
日
曜
）
、
川

長
の
「
銀
河
‼
一
番
星
☆
勝

成
弁
当
」
（
木
曜
）
な
ど
を

用
意
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
様
子

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
は

１
日
、組
織
改
正
を
実
施
し

た
。４
部
署
を
新
設
、１
部
署

を
改
組
。重
点
的
に
取
り
組

む
デ
ジ
タ
ル
分
野
、大
き
な

強
み
を
持
つ
法
人
営
業
に
加

え
、国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
を

担
う
部
門
を
新
設
し
、コ
ロ

ナ
禍
で
も
柔
軟
、迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

　
昨
年
新
設
し
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部

内
に
新
設
し
た「
Ｄ
Ｘ
推
進

室
」は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
に
よ
り
特
化
し
た
営
業
部

門
。同
社
の
成
長
分
野
の
一

つ
、受
託
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
組
み

込
ん
だ
提
案
に
関
連
す
る
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
を
図
る
。「
万

博
推
進
担
当
」も
同
推
進
部

内
に
新
設
し
た
部
門
で
、２

０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万

博
開
催
に
関
わ
る
業
務
を
担

い
、社
内
外
の
各
所
と
連
携

し
て
営
業
支
援
を
行
う
。

　
東
京
支
社
内
に
新
設
し
た

「
東
京
法
人
中
央
事
業
部
」

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
を

含
む
法
人
営
業
に
特
化
し
た

部
署
。
法
人
顧
客
が
集
中
す

る
東
京
・
新
宿
を
拠
点
に
新

設
さ
れ
、
現
東
京
Ｂ
Ｔ
Ｍ
事

業
部
を
統
合
し
た
上
で
、
第

１
、
第
２
営
業
部
、
東
京
Ｂ

Ｔ
Ｍ
営
業
部
、
日
揮
ト
ラ
ベ

ル
デ
ス
ク
を
所
管
す
る
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
事
業
推
進
部
」

は
現
ス
ポ
ー
ツ
・
東
京
２
０

２
０
事
業
推
進
部
を
改
組
し

た
部
署
で
、
国
際
イ
ベ
ン
ト

や
ス
ポ
ー
ツ
市
場
へ
の
取
り

組
み
強
化
を
図
る
。
同
部
署

に
は
、
２
０
２
３
年
に
開
催

予
定
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
フ
ラ
ン
ス
大
会
に
関

わ
る
業
務
を
担
う
「
Ｒ
Ｗ
Ｃ

２
０
２
３
推
進
担
当
」
を
新

設
し
、
東
京
ス
ポ
ー
ツ
営
業

部
と
と
も
に
所
管
す
る
。

　
日
本
旅
行
が
特
別
協
賛
す

る
台
湾
で
の
日
本
の
観
光
と

物
産
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ

ベ
ン
ト
「
日
本
の
観
光
・
物

産
博
２
０
２
１
」
（
主
催
＝

「
日
本
の
観
光
・
物
産
博
」

実
行
委
員
会
）
が

月
４
、

５
日
、
台
北
市
の
台
北
駅
構

内
で
開
か
れ
た
。
地
方
自
治

体
、
観
光
協
会
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
促
進
団
体
な
ど

団
体

が
参
加
。ブ
ー
ス
出
展
ほ
か
、

日
本
各
地
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
各
団
体
が
趣
向
を
凝
ら
し

た
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　
台
中
市
で
は
、
日
本
食
材

を
取
り
扱
う
高
級
ス
ー
パ
ー

「
裕
毛
屋
」
と
連
携
し
た
物

産
展
も

月

～

日
に
開

催
。
日
本
か
ら

団
体
が
参

加
し
て
い
る
。


